
主索・調速機ロープの径・素線切れ・錆　判定フローチャート

【　摩　耗　】
未満

以上　

未満

以上　

　　何れかが超えた時
【　摩　損　】

8より鋼索
何れかが超えた時

何れも以下の時

何れも以下の時

　　何れかが超えた時

何れかが超えた時

6より鋼索 何れも以下の時

        何れも以下の時

　　何れかが超えた時

8より鋼索 何れかが超えた時

何れも以下の時

　　何れも以下の時

　　何れかが超えた時

何れかが超えた時
6より鋼索

何れも以下の時

　　何れも以下の時

1ピッチ内の素線切れ

　　　　２本超え　

　　　　　素線切れがあること
　　　　　　　　（1～2本）　

著しい損傷がある

（キンク・傷・よりの不整）　　異常音の発生

著しい変形（浮き、沈み、もどり）がある

　最も摩耗の進んだ部分の直径が
　綱車にかからない部分の直径と
　比較して

　　最も摩損の進んだ
　　部分について

素線切れの状況

要重点：１-ロ

指摘なし：ハ

要是正：1-イ

要是正：３-イ

要重点：３-ロ

要是正：４-イ

径の状況 ９０％

９２％

１． 平均的に
分布

各よりによって素線
切れの大きな差が
少ない状態

２． 特定の部分
に集中

ある一つのよりや、
一部分（異物の噛
み等で損傷）に集中
している状態

３． 断面積の割合が
７０％以下

４． 谷部で素線切れ
が生じている

主索の損傷及び

変形の状況
著しい損傷又は
変形があること

主 索 に 関 す る 検 査

２本

鋼索の

より本数

１よりの総数３２本

1構成より最大４本

要重点：１-ロ

指摘なし：ハ

要是正：１-イ

要重点：２-ロ

指摘なし：ハ

要是正：２-イ

要重点：２-ロ

指摘なし：ハ

要是正：２-イ

鋼索の

より本数

１よりの総数２４本

1構成より最大３本

１よりの総数２４本

1構成より最大４本

１よりの総数１８本

1構成より最大３本

１よりの総数１６本

1構成より最大９本

１よりの総数１２本

1構成より最大７本

１よりの総数１２本

1構成より最大９本

１よりの総数９本

1構成より最大７本

要是正：摩耗-イ

要重点：摩耗-ロ

指摘なし：ハ

1

要是正：損傷-イ

要是正：変形-イ
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主索・調速機ロープの径・素線切れ・錆　判定フローチャート

【　錆　】

摩耗粉の固着の状況について

未満

以上

あり 超えている

以下
なし（錆に至る以前だ判定が難しい場合）
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未満

以上（錆がある場合は「要重点」）

錆の状況

要是正：３-イ

要是正：１-イ

要是正：２-イ

要重点：４-ロ

１． 錆びた摩耗粉が

多量に付着

摩耗粉で素線の状況が

確認できない状態

２．点状の腐食が

多数生じている

３．錆びた摩耗粉によ

り谷部が赤錆色に見え

る部分の直径が綱車に

かからな部分の直径と

比較して94％未満

当該箇所の主索の直
径が綱車とかからない部
分の直径と比較して96％

未満（目安）

要重点：４-ロ

指摘なし：ハ

1構成より1ピッ
チ内の素線切

れが2本
要是正：４-イ

1

要重点：４-ロ

４． 錆びた摩耗粉に

より谷部が赤錆色に見

える部分がある
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